













New Role of the Confidence-Building Measures:




After the cease-fire of Bosnia and Herzegovina Dispute, Agreement on Confidence- and
Security Building Measures in Bosnia and Herzegovina was signed by the parties. It was a new
type of Confidence-Building Measures (CBMs) Agreement. This Article examines the new
characters and effectiveness of the Agreement.
The distinctive points of the Agreement were; (1) it utilized CBMs Agreement as a Peace
Building Measure; (2) International Organization, OSCE, led its implementation; and (3) it
included non-State Actors (entities) as parties. In spite of these factors, the Agreement had
implemented and enforced mutual confidence.
Through this analysis, CBMs should be estimated they could accomplish New Role - Peace
Building after conflict within a country.
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和履行部隊(Implementation Force: IFOR) /平和安定化部隊(Stabilization Force: SFOR)
という部隊の駐留による平和維持活動と、欧州安全保障協力機構(Organization for Security
















2) 「デイトン合意」の問題点についてはPatrick Moore, "Potential Shortfall of the Dayton Agreement , Transi-
tion, vol.2 no.2,January 1996, pp,37-39.を参照。
3) OSCE　は1975年にヘルシンキ最終議定書を採択した欧州安全保障協力会議(Conference for Security and C0-
0peration in EWope: CSCE)の後身　CSCEは1990年のパリ首脳会議で常設化を、 1994年のブタペスト首脳会議で
機構化を決定し、 1995年1月より名称をOSCEと変更した。
4)選挙支援については、饗場和彦「活性化する国際的選挙支援活動における課感:その背景、形態、用語、正当性、
実効性-ボスニア選挙スーパーバイザーの視点から」 『国際公共政策研究』第1巻第1号、 1997年、 63-86貢参照。
5)欧州で信頼醸成の取り組みが開始された1970年代以降CBMは注目を浴びてきた.CBMは1984年のOSCEマドリ
ード会議以降、 OSCE参加国の間では「信頼安全醸成措置」または「信頼安全保障醸成措置」 (Confidence- and Secu-
























6) Florence Agreement, 14 June, 1996.当事者は、ボスニア・ヘルツェゴビナとボスニア・ヘルツェゴビナ連邦およ
びスルブスカ共和国、クロアチア、新ユーゴスラビア　CBM合意、軍備管理合意共に非国家主体が含まれるため、
本稿では当事国とはせずに当事者と表記する。軍備管理条約の検証については、 Philip Schofield, "Dayton Arms







と規定された　Helsinki Final Act, chap.l, sec.2, para.1,2,4., 1975.
9) OSCEのCBMメカニズムについては、拙稿「OSCEにおける信頼安全醸成措置-メカニズムの発展と評価-」 『国
際公共政策研究』第2巻第1号、 1998年、 219-236貢参照0

































12) Vienna Document 1994 0f the Negotiations on Confidence- and Security- Building Measures Convened in
Accordance with the Relevant Provisions of the Concluding Document of the Vienna Meeting of the Confer-
ence on Security and C0-operation in Europe, 1994.
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18)検証に拘わる手続き、権利義務関係については付属文書1に詳細に規定された.Annexl: Protocol on Verification,
Agreement on Confidence- and Security- Building Measures in Bosnia and Herzegovina, 1996.
19)共同協議委員会の任務と手続きについてはボスニアCBM合意の付属文書に境足された。 Agreement on Confi-



































23) Zdzislaw Lachowski and Patrick Henrichon, "Confidence- and Security- Building Measures in Europe ,






























検証措置は、 1996、 1997、 1998年共に確実に実施されている。信頼醸成とは相互に提供さ
れた情報が正しいとの確証を得ることで可能となることを考えると、検証の実施とそれによ
25) Status of 1999 Program for the Implementation of the Vienna (CSBMs) and Florence (Sub-Regional Arms
Control) Agreement, MC.GAL,/5/ 3, 2 December 1998.
26)両エンティティが履行に消極的であるとの評価もあり　The Peace Implementation Agenda(annex to the Peace


































28) Train & Equipment Programと呼ばれる。
29)アメリカとロシアによるボスニア・ヘルツェゴビナへの武宥移転についてはZdzislaw Lachowski, "Conventional
Arms Control". SIPRI Yearbook 1998, Oxford University Press, 1998, pp.501-530.を参臥
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いる。すなわち、国内の対立関係に対して初めてCBMが適用された事例である。そして
CBM　は武力紛争の停戦後に導入する平和構築のための一手段としての新たな位置づけを与
えられた。またその履行において、 OSCEという国際機構の主導・支援が前提とされた点も
注目される。
この3年間「ボスニアCBM合意」は当事者に履行され、緊張の緩和に一定の役割を果た
している。 「ボスニアCBM合意」が当事者に履行されたのは、 OSCEという第三者の介在が
果たした役割が大きい。履行されてこそ信頼の構築に繋がるCBMを当事者の自主性に任せ
るだけでは履行に限界がある場合には、第三者が履行を促すことで、その後の信頼強化の基
礎となる信頼感を醇成し得る。
これまでCBMは武力紛争の予防目的のみに用いられ、武力紛争勃発後には無力と批判さ
れてきた。しかしながら停戦後であれば当事者の信頼強化に役立ち、平和的共存への道に貢
献が可能であることを、ボスニア・ヘルツェゴビナの事例は示している。
欧州においては国家間対立が影を潜め、代わって地域紛争や国内問題への対処が急務とな
っている。すべての緊張関係にCBMが機能するとの保証はない。しかしながら「ボスニア
CBM合意」が機能した要因を把握することは、武力紛争の前後を問わず、今後CBMを積極
的に活用し国際社会の平和と安全を強化するための一助となろう。
